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北海道濁川盆地付近の地質について
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要　　旨

　北海道渡島国茅部郡森町管内の濁川盆地地域には，新

第三系および第四系が広く発達している。この地域は新

第三系の堆積岩および同時期の火山岩類を基盤としてお

り，新第三系は下位から，蛯谷砂岩層・桂川頁岩層・鳥

崎川凝灰岩層・狗神岳集塊岩層および火山岩類に分けら

れる。第四系に属する地層は，下位から，石倉層・段丘

堆積物・崖錐堆積物・駒ケ岳火山噴出物および現河床堆

積物に分けられる。

　濁川盆地は周囲の地質状況からみて，第四系の石倉層

をもたらした火山活動後に幾多の断層による地塊運動が

行なわれ，陥没し形成されたものと考えられる。盆地内

には，数多くの温泉の湧出があって古くから濁川温泉と

して知られているが，現在まで盆地の北半部にのみ集中

し，南半部においてはその湧出をみていない。

1．緒　　言

　地熱開発調査研究の一環として，昭和39年に20目間濁

川盆地およびその周辺の地質調査研究を行なった。

　濁川盆地の地質ならびに温泉にっいては，従来から多

くの調査研究が行なわれており，そのおもなものを述べ

ると，明治初年にライマンによって産油地として注目さ

れ，その後，小林儀一郎1）・田中館秀三2）・河田喜代助3）

・矢島澄策5）らが，周辺の地質については長尾巧・佐々

保雄4）・福富忠男6）・土居繁雄8）らが，温泉の化学成分お

よび湧出機構などについては，太秦康光7）・福富孝治8）

らによって報告が行なわれている。

　現地の地質調査に当っては，森町役場の産業課の方々

に種々便宜を計っていただいた。ここに深甚の謝意を表

する。

2．地　　形

　濁川盆地は噴火湾に面する森町市街の西方約11km，

国鉄函館本線石倉駅の南西方約5kmのところに位置す
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る。

　噴火湾沿岸においては，段丘が良く発達しており，そ

の概略を述べると，海岸線にほぼ平行に平坦面および海

成段丘が5～6段認められ，1）340～300m内外，2）250

～160m，3）150～100m，4）100～80m，5）80m以下

数段に分けられる。

　1）　340～300m内外の平坦面は削剥作用が著しく進

み，多数の河谷によって区分されているが，遠望すると

定高性をもつ山稜からその存在が推定され，緩やかな起

伏をもち海岸に向かい緩斜する地ぼうを呈する。濁川盆

地の周辺を取り巻いている部分がこの面に相当する。

　2）　250～160m面は前記の340～300m面の前面にあ

り，石倉および森聞においては，ほぽ海岸線と平行する

が，濁川盆地西縁部の笹岱・桂岱およびスコロ岱（三岱

と総称している）では顕著な平坦面を形成して分布し，

わずかに西に傾きながら北方に向かって緩斜している。

茂無部川地域とは地形の不連続が認められ，構造運動に
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よって地塊運動が行なわれ狙特の地形を呈している。

3）　150～100m海成段丘面は，域外石倉北西方の野田

追地域で標式的に発達する。

4）　100～80m海成段丘面は森町から西海岸において，

見事な地ぼうを呈し急墜を形成している。

5）80m以下の段丘は落部から八雲地域にかけて数段

発達している。

盆地地域周辺においては南方の狗神岳（海抜899．4

m）をはじめとして，南東方向の毛無山（684．3m），北

壁の坊主山（376m）などがある。

河川としては濁川・蛯谷川・茂無部川そのほか小河川

があり，すべて噴火湾に注いでいる。これらの主要河川

は流路がほとんど平行的であり，南西から北東方に向か

って流れている。

盆地内において，すべての小河川は濁川に集約され

る。濁川はその源を狗神岳に発し，上流部は澄川と称さ

れて盆地の南東隅から入り東辺を北流している。中の川

は南西隅から入って盆地中央部を北北東に洗れ，西濁川

は西隅から入り盆地北縁を流れている。

　濁川盆地は長径約3km程度のほぼ五角形をなしてい

る。盆地の底面は北部で海抜100mの平坦面をなすが，

南部においては中の川および澄川による複扇状地の発達

のため北方に対して緩斜面を形成している。盆地壁をみ

ると，北西部は比高200m以上の急嚢，東北部は100m

の急斜を示すが，東壁および南壁は比較的緩斜してい

る。また，北部と南部には山崩れによる爆錐堆積物が認

められる。

3．地　質

3，1概説
この地域の地質は地質総括表に示すように新第三系に

属する堆積岩類や同時期の火山岩類を基盤として，新第

三系および第四系の地層が広く分布している。

新第三系は下位から蛯谷砂岩層・桂川頁岩層・鳥崎川

凝灰岩層・狗神岳集塊岩および火山岩凝1に分けられる。

蛯谷砂岩層は盆地東方の蛯谷川の中流から上流にかけ

て分布する。本地域における最下部層であり，道南地域

新第三系の訓縫層に相当する。

桂川頁岩層は下位の蛯谷砂岩層を整合に覆っており，

桂川流域を標式地として蛯谷川上流および下流・濁川下

流・澄川・盆地東壁および西壁にそれぞれ分布する。本

層は硬質頁岩で特徴づけられており，八雲層に相当す

る。

鳥崎川凝灰岩は下位の桂川頁岩層を整台的に覆い，盆

地の北壁・西壁・澄川上流および桂川上流にそれぞれ発

達している。本層は盆地東南方の鳥崎川中流を標式地と

しており，凝灰質砂岩・泥岩および凝灰岩を主体として

いる。本層は周辺の層序から黒松内期のものであること

は間違いない。

　狗神岳集塊岩は濁川盆地北東部の坊主山馳域の狗神岳

を中心とする地域および濁川中流地域に発達しており，

下位の鳥崎川凝灰岩層とは一部指交している。

　毛無山熔岩は盆地南東部の桂川と蛯谷川との間にある

毛無山を構成しており，おそらく鮮新世末の噴出と考え

られる。

第1表 濁川盆地周辺地質総括表

時 代

第

四

紀

新

第

紀

現

層 序

　神積層および扇状地堆積物
世1…〃〃一　　一一

　駒ケ岳火山噴出物

更新世

鮮

毬

霧
世

黒

松

内

期

八雲期

訓縫期

段　丘　堆

石　　　 倉

岩 相

礫「砂・粘土

輝石安山岩質軽石・火山灰

積　物礫・砂・粘土

　　　火山藻・火山砂・火山灰　　層　　　，角閃石安山岩質。輝石安山岩質

毛　無　山　熔 岩

狗神岳集塊岩層

、鳥崎川凝灰措層

桂　川　頁　岩　層

蛯　谷　砂　岩　層

火山活動・造　構

↑

1駒ケ融山活動降灰

一←・濁川盆地形成断層・地塊運

　動

輝石安山岩

普通輝石安山岩・凝灰角礫岩

　　　　　　／
凝灰質砂岩泥岩互膚τ凝灰角樂岩
く盗蟄で一音墜集塊岩墨萱i≧　．．．

硬質頁岩・シルト質泥岩

凝灰質砂岩・泥岩

一摺曲・断層

一輝石安山岩

←輝石安山岩
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　これらの新第三系を不整合に覆って第四系が発達して

いる。第四系は石倉層・段丘堆積物・崖錐堆積物・駒ケ

岳火山噴出物および現河床堆積物に分けられる。

　石倉層は石倉地域を標式地として，石倉から蛯谷へか

けての噴火湾沿岸地域および濁川盆地周辺に発達し・ほ

とんど火山砕屑物で構成されている・

　巌錐堆積物は盆地内の周辺に存在するが，これは盆壁

の崩かいによってもたらされたもので砂・礫および粘土

から構成されている。

　駒ケ岳火山噴出物は数次にわたる活動によって，この

地域全域を覆っている。

　3．2　地質各説

　3，2．1　新第三系

　1）蛯谷砂岩層

　本層は全域からみると狭い分布を示し，蛯谷川の中流

部およびその支沢に発達する。全体の厚さは不明である

が，地表で認められる本層の下部は暗灰～灰緑色の凝灰

質の砂岩および泥岩の互層からなり，上部はプロヒ。ライ

ト質となっている。鉱化作用を受けて粘土化している部

分も認められる。岩相およびこの地域の層序からみて，

八雲から北方に標式酢に発達する訓縫層のほぼ上部に相

当するものと、思われる。

　2）桂川頁岩層

　本層は澄川・蛯谷川および盆地東部から東南部にかけ

て発達している。姥谷川上流では蛯谷砂岩層を整合的に

覆っている。澄川においては暗灰色の堅硬緻密な硬質頁

岩が卓越し，灰色のシルト質泥岩と互層している。南壁

近くでは硬質頁岩10～20cm，泥岩1～3cmの細互層

を示し，硬質頁岩は一部珪質となっている。また，本層

中には青灰白色の凝灰岩の薄層を伴う部分もあり，全体

的にSα9α窺656h伽雇MAKIYAMAを含んでいる。蛯谷川

では基底部に砂岩が発達し，その上に硬質頁岩が累積し

ている。

　3）鳥崎川凝灰岩層

　本層は濁川盆地の北壁・西壁・澄川上流および桂川上

流に分布する。盆地地域では下部は暗灰色の凝灰質泥岩

と凝灰質砂岩との互層を呈し，上部になるにしたがって

安山岩質凝灰角礫岩および凝灰質砂岩の互層が卓越す

る。地域によって著しい岩相の変化が認められ，盆地北

壁においては非常に軽石粒が多くなり，黒雲母を含む凝

灰岩も発達する。また，これらに安山岩質集塊岩および

凝灰角礫岩なども伴っている。澄川地域においては灰色

の砂質シルト岩が卓越しており，全体的に凝灰質となっ

ている。

　4）狗神岳集塊岩層

　本岩相は盆地南方の狗神岳地域を標式地として発達

し，濁川中流および盆地北部に位置する坊主山付近にか

けて分布する。全般的に本岩層は安山岩質の凝灰角礫岩

と輝石安山岩質集塊岩との互層からなっている。上部に

なるにしたがって集塊岩が発達し，輝石安山岩の熔岩流

を伴っている。集塊岩は主として普通輝石安山岩から構

成されているが，そのほかに紫蘇輝石安山岩および角閃

石安山岩なども含まれている。前にも述べたように，本

層は盆地北壁および濁川流域で，鳥崎川凝灰層と一部指

交関係にあることが認められる。なお，本岩層は長尾・

佐々4）の層序による濁川噴出物に相当するものと思われ

る。

　5）毛無山熔岩

　暗灰～黒灰色を呈ずる堅硬緻密な普通輝石安山岩から

なり，盆地南方の毛無山を標式地とする。本熔岩は部分

的に多孔質の部分も認められるが変質はまったく受けて

いない。噴出時期については明確ではないが，桂川頁岩

層および鳥崎川凝灰岩層を覆っていることなどから，お

そらく黒松内期の堆積以降のものであろう。

　3．2．2第四系

　1）石倉層

　本層は噴火湾沿岸の石倉付近を標式地として発達し，

蛯谷川上流・盆地壁の上部および茂無部川地域に分布し

ている。本層はほとんど火山砕屑物からなり，未固結の

火山灰を主体とし，火山砂・軽石および火山礫を含む比

較的不規則な堆積形態を示す累層をもって構成されてお

り，ときには軽石質の集塊岩を伴っている。本層は広い

分布を示すが，非常に地域性に富み岩相の変化が著し

い。濁川盆地西壁では，下位の鳥崎川凝灰岩層を覆う傾

斜不整合面が観察され，基広礫岩をもって接している。

　　　　　　　　　ロ　　ノ　　　　　　！＼、／いQ　　戸
　　　。．＼’乙〉・八。（　倉

　　09！o＼．．．皇　。　　層
　　Q　．・Y・、ン3・細粧部
　　　　・r㌧￥’　　　　　　。、　o
　　　　。　。二。￥・2／』！o！

　　　　　　　　＜》　　o　o！　！　　　　　　◎㌧／￥／＼－。／＜ン
　　　　　　　　　　ノ　　　　の　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　ー　　く二〉q
　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　鳥崎川凝灰岩層　　　　　　不整合面

　　第3図　石倉層の不整合面
濁川盆地西壁で盆地から三岱へ通ずる道路の切割
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角閃石の大きい斑晶を含む安山岩の角礫および同質の軽

石が多く含まれており，その間を粗籟な火山砂および火

山灰で埋めている。蛯谷川においては，ほとんど火山灰

・砂・礫からなっており，火山礫の大塊を伴っている部

分もあり地域によって岩相の変化が認められる。

　2）　駐錐堆積物

　濁川盆地においては，盆壁の前面に盆壁からの崩落に

よって供給された堆積物が認められる。主として盆壁を

構成する鳥崎川凝灰岩層および狗神岳集塊岩層からの供

給物であり，凝灰質の堆積物で占められている。

　3）駒ケ岳火山噴出物

　盆地周辺はすべて駒ケ岳の噴火による降下軽石堆積物

によって覆われている。駒ケ岳とは地域的に離れている

関係上，粒度も小さくその厚さも薄くなっている。火山

灰中に含まれる軽石礫は輝石安山岩質のものである。

　4）沖積層および扇状地堆積物

　沖積層は各河川の河岸に発達し，砂・礫および粘土か

ら構成されている。盆地内において赤褐色粘土・砂・礫

および黒色腐植土を混じえ，湖底の堆積物を示唆する要

素も認められる。盆地南部の中の川および澄川によって

複扇状地が発達し，北に向かって緩斜している。

　3．3　地質構造および盆地の成因

　本地域は鮮新世末期から更新世にかけて，著しい構造

運動を受け，小地塊の個々の運動の結果はなはだしく地

層が擾乱している。八雲期および黒松内期の地層はほ

ぼ海岸線に平行する北西ないし北北西の走行を示してい

る。断層は非常に多いが，主として海岸線に平行的なも

のとそれにほぼ直交するものと2方向の傾向を有する。

　時期的には海岸線に直交する断層が後期に形成されて

いる。これらの2方向の性質をもつ断層のために，多く

の小地塊に分割されている。

　本盆地の成因にっいて考察すると，先に述べた火山砕

屑物からなる石倉層の分布状況，および盆壁の観察結果

で石倉層を切っていることなどから，本盆地は石倉層を

もたらした火山活動後に前述の幾多の断層による地塊運

動の結果で周囲の地塊がおちて形成されたものと考えら

れる。

4．応用地質

　本盆地内には多数の温泉の湧出・硫気孔・蒸気井およ

び硫黄鉱床が認められる。このことは比較的浅い所に熱

源が存在し，これからくるもの，あるいは盆地内が数多

くの小地塊に分割され，また破砕されて地表から流入し

た地下水が加熱を受けてふたたび温泉として湧出するこ

とも考えられる。

　4，1　温泉および鉱泉

　濁川温泉には天然湧出およびボーリングによるものを

あわせて30口ほどあり，ガス噴出孔も存在する。温泉の

成因・成分・泉温および湧出機構その他については従来

から幾多の報告がなされている。

　福富ほかは，昭和35年ll月に盆地の1m深地温につい

て測定しており，それによると地温は10～45℃の範囲の

値であるが，北半部は12℃以上で高く天然湧出の高温の

温泉または高温のガス噴出口は15℃の等地温泉に包まれ

る高温部，すなわち，盆地の北壁に沿った部分に多く分

布していることを指摘している。（第4図）

　また，太秦ほか7）は昭和32年に23泉にっいて詳しい化

学的研究を行なっているが，それによると，濁川温泉に

おいては，SO景一は少なくH：CO5はすべての泉源で多

量に含まれている。また，その湧出機構として泉温と

Cl一の関係から，熱は主としてCl一とともに供給され，

HCOヨの含量があまり変化しないので，比較的低温で

HCOヨを多量に含有してCl一に乏しい水が存在し，こ

れにCl型の熱水が混合したものと考えている。そし

て，Cl一，HCO召の起源については海水および油田塩水

系の化石水とする可能性もあるが，ここでは火山性発散

物として供給されるものが主要部分を占め，地下でCl一

とCO2，H2Sの分離が起り，C1一は熱水として上昇し，

メタホウ酸Br・1はCl一と行動をともにし，CO2およ

びH2Sは地下水に溶けてHCO3型の水を作ると考え，

また，そのほか微量成分相互の関係などから化石水の混

入は考え難いとしている。

　盆地の北半部においては，ガス噴出口が20口以上認め

られ，福富ほかによると口の温度は6～97℃でその主要

成分はCO2と水蒸気であるとしている。一部の口では

H2S臭があり，噴出孔の周辺に昇華硫黄が認められる。

これらの噴出口は水中のものとそうでないものとがあ

る。福富ほかによってガス噴出口の一種類としてmud

potについて断面を切った興味ある記載がある。それに

よると，直径4・5～5cm，深さ3～5cmロート状の穴

があり，その底の小孔から半球状の泥水の薄膜が成長し

ながら上昇し，円錐の上縁で破れ泥の細粒が縁に堆積し

ている。垂直断面ではロート状，穴の下は空洞になって

孔下5～7cmに泥水面がある現象が認められる。　（第

5図）

　4．2硫黄
　盆地北東部において採掘されたが，現在は廃鉱となっ

ている。鉱床の成因は付近の断層線に沿って噴出したガ

スが周囲の鳥崎川凝灰岩層中の凝灰質砂岩およびシルト

岩に鉱染した鉱染鉱床である・記録によると鉱量が少な
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第4図　　濁川温泉地域の1m深地温分布図（福富孝治他5名による）

泥水の半舞・

球状薄膜＼
　　　　　←5C頂　　地面

4．3石油
明治初年ライマンによって産油地として指摘され，そ

の後多くの人々によって探鉱された。しかし，この地域

においては背斜構造は認められず，むしろ，断層運動に

よって可塑性となった地層の間に溜った油分が，これら

の弱線に沿って滲出したものと考えられている。

5．結　　語

泥水面

810cm

6

』李杢↑ン

　がス

第5図　　噴気地域の泥火山の一一種曳福富ほかによる）

いうえ，坑道でガスが充満して稼行困難であったとのこ

とである。

以上濁川盆地周辺の地質について述べたが，その結果

を総括すれば次のとおりである。

　（1）本地域はすべて新第三紀中新世以降の堆積物およ

び火山岩類によって占められ，最上部には駒ケ岳を噴出

源とする火山灰によって広く覆われている。

　（2）本地域における断層は，海岸線にほぼ平行するも

のとそれに直交するものとの2つの方向性が認められ，

海岸線と直交するものが後期に生じたものである。この

構造線に伴って盆地周辺は幾多の小地塊運動を起してい
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北海道濁川盆地付近の地質にっいて（石田正夫）

籔礫灘灘灘
図版1　胤岱へ向う道路における石倉層の不整合

麟
図版2　　盆地北壁鳥崎川凝灰岩層

図版3　　盆地東部狗神岳集塊ギ｝層

図版4　　小学校付近の水田中におけるガス噴気孔

簸．

図版5　図版4と同じ
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図版6　　盆地北壁の昇華硫黄採掘跡付近　硫気孔が多数あり荒地となっている。

る。

　（3）盆地の成因としては，石倉層の堆積後，前述の構

造運動に支配され，陥没し形成されたものである。した

がって周囲の地質から判断し，形成時期は更新世初期と

思われる。盆地では，底面と周囲の急曝との間に比高に

して200m±の差が認められる。
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